
　

わ
が
「
ト
リ
目
・
ウ
オ
の
目
」
が
、
今
月
で

１
０
０
回
目
。
勝
手
な
話
ば
か
り
、
１
０
０
回

も
書
い
た
人
も
書
い
た
人
だ
が
、
読
ん
だ
人
も

読
ん
だ
人
。
筆
者
に
説
明
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん

ぞ
。
た
だ
一
言
ど
う
も
ご
苦
労
様
で
し
た
！　

　

こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
か
一
層
の
ご
辛
抱
を
。　

　

時
に
、
日
韓
関
係
は
「
ヨ
ン
様
」
の
お
か
げ

で
良
好
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
で
金
メ
ダ
ル
を

２
個
も
取
っ
た
北
島
康
介
選
手
も
、
「
あ
あ
、

キ
ム
チ
い
い
」
と
か
。

　

だ
が
、
北
京
の
サ
ッ
カ

ー
選
手
権
で
チ
ラ
リ
見
た

よ
う
に
、
ど
う
も
日
中
関

係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
い
る
。
国
の
関
係
と
言

っ
て
も
、
結
局
は
人
。
愛
国
者
は
い
て
も
、
両

国
関
係
の
橋
渡
し
役
が
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

日
中
関
係
は
、
不
幸
な
時
代
も
あ
っ
た
。
し

か
し
、
底
流
は
兄
弟
の
よ
う
な
友
好
関
係
の
歴

史
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
鑑
真
や
阿
倍
仲
麻
呂
な

ど
の
よ
う
に
、
両
国
民
の
友
好
に
、
生
命
さ
え

賭
け
た
人
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
ろ
う
。

　

中
で
も
博
多
に
縁
が
深
く
て
、
ま
だ
市
民
の

記
憶
の
中
に
あ
る
中
国
人
と
い
え
ば
、
戦
前
、

九
州
帝
国
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
戦
後
も
新

中
国
の
政
務
院
副
総
理
と
な
り
、
中
国
科
学
院

院
長
と
し
て
日
本
を
訪
れ
、
福
岡
で
も
大
歓
迎

を
受
け
た
郭
沫
若
氏
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

今
月
は
、
日
中
友
好
に
橋
を
架
け
た
科
学
者

に
し
て
偉
大
な
詩
人
、
文
学
者
、
歴
史
学
者
郭

沫
若
氏
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
見
た
い
。

　

さ
て
、
郭
沫
若
氏
は
、
１
８
９
２
年
（
明
治

　

年
）　

月　

日
、
四
川
省
楽
山
県
沙
湾
鎮
で
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生
ま
れ
た
。
蛾
眉
山
や
摩
崖
大
仏
も
近
く
、
父

は
地
主
兼
商
人
と
い
う
富
裕
な
家
庭
だ
っ
た
。

毛
沢
東
は
、
翌
年
湖
南
省
で
生
ま
れ
て
い
る
。

　

本
名
を
郭
開
貞
と
い
い
、
沫
若
は
、
近
く
を

流
れ
る
、
沫
水
、
若
水
か
ら
取
っ
た
号
で
あ
る
。

母
に
教
養
が
あ
り
、
幼
い
開
貞
に
唐
詩
を
暗
唱

さ
せ
た
と
い
う
。

　

１
９
１
１
年
、
清
朝
を
転
覆
さ
せ
た
辛
亥
革

命
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
時
開
貞
数
え

の　

歳
、
成
都
の
高
校
生
で
、
大
き

20
な
希
望
を
持
っ
た
が
、
結
局
軍
閥
が

権
力
を
持
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。

　

１
９
１
４
年
（
大
正
３
年
）
１
月
か
ら
約　
10

年
間　

歳
か
ら　

歳
ま
で
、
彼
は
日
本
に
留
学
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す
る
。
ま
ず
東
京
神
田
の
日
本
語
学
校
に
入
り
、

さ
ら
に
一
高
の
特
設
予
科
を
経
て
、
岡
山
の
六

高
の
課
程
を
修
了
し
、
九
州
帝
国
大
学
の
医
学

部
に
入
学
、
全
課
程
を
修
め
卒
業
し
た
。

　

岡
山
時
代
、
友
人
の
見
舞
い
に
訪
れ
た
東
京

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

 　
  　

 　
　
　
　
　

の
病
院
で
、
そ
こ
の
看
護
婦

 

安
  

娜
 

（
本
名
佐
藤

　
　

 　

あ
ん

 

な

を
と
み
）
を
知
り
、
愛
し
合
っ
て
結
婚
し
、
３

児
を
も
う
け
た
。

　

１
９
２
３
年
妻
子
を
連
れ
て
帰
国
し
、
上
海

で
文
学
活
動
に
の
め
り
込
む
。
２
４
年
に
は
、
川

上
肇
の
『
社
会
組
織
と
社
会
革
命
』
を
翻
訳
し
、

マ
ル
ク
ス
主
義
に
近
づ
く
。
２
６
年
に
は
広
州

に
移
り
、
中
山
大
学
の
文
学
部
長
に
就
任
。

　

こ
の
年
の
７
月
、
国
民
党
と
共
産
党
の
合
作

に
よ
る
国
民
革
命
軍
は
、
北
方
の
軍
閥
を
打
倒

す
る
た
め
、
広
州
を
出
て
、
い
わ
ゆ
る
「
北
伐
」

に
向
か
う
。
郭
沫
若
も
北
伐
に
参
加
し
た
。

　

北
伐
は
、
半
年
で
揚
子
江
流
域
ま
で
達
し
た

が
、
共
産
党
の
伸
張
に
危
険
を
感
じ
た
国
民
党
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右
派
の
蒋
介
石
が
、
２
７
年
４
月
、
上
海
で
ク

ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
。

　

２
８
年
２
月
、
身
辺
に
危
険
が
及
ん
だ
郭
沫

若
は
、
上
海
か
ら
日
本
に
亡
命
し
、
内
山
完
造
、

村
松
梢
風
を
頼
っ
て
千
葉
県
市
川
に
居
を
定
め

る
。
苦
し
い
生
活
の
中
で
、
考
古
学
、
古
代
文

字
の
研
究
に
没
頭
し
、
優
れ
た
成
果
を
残
す
。

　

３
７
年
（
昭
和　

年
）
７
月
７
日
、
蘆
溝
橋

12

事
件
が
発
生
。
中
国
に
対
す
る
日
本
の
侵
略
が

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
。
７
月　

日
早
朝
、

25

郭
沫
若
は
、
特
高
警
察
の
目
を
逃
れ
る
た
め
、

下
駄
ば
き
、
和
服
の
散
歩
姿
の
ま
ま
、
妻
子
に

も
告
げ
ず
、
そ
の
ま
ま
日
本
を
脱
出
し
、
上
海

に
戻
っ
た
。
郭
沫
若　

歳
、
安
娜　

歳
、
四
男
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一
女
の
子
供
が
い
た
。

　

３
８
年
日
本
軍
は
武
漢
を
占
領
。
武
漢
に
い

た
郭
沫
若
は
、
国
民
政
府
と
と
も
に
重
慶
に
向

か
い
、
４
０
年
か
ら
新
た
に
成
立
し
た
政
治
部

文
化
工
作
委
員
会
の
主
任
と
し
て
、
抗
日
宣
伝

工
作
を
担
当
し
た
。

　

４
５
年
８
月
、
遂
に
抗
日
戦
争
は
終
わ
っ
た
。

し
か
し
、
間
も
な
く
内
戦
が
始
ま
り
、
郭
沫
若

は
重
慶
を
離
れ
、
上
海
で
内
戦
反
対
と
新
政
府

樹
立
の
運
動
を
進
め
て
い
た
が
、
国
民
党
の
テ

ロ
を
警
戒
し
て
香
港
に
移
っ
た
。

　

４
８
年　

月
、
人
民
解
放
軍
が
北
京
に
無
血

12

入
城
。
郭
沫
若
も
北
京
に
入
り
、
４
９
年　

月
１

10

日
中
華
人
民

共
和
国
が
成

立
し
た
。

　

戦
後
は
、
政
治
協
商
会
議
に
無
党
派
代
表
と

し
て
出
席
、
新
中
国
の
成
立
と
と
も
に
、
政
務

院
副
総
理
、
中
国
科
学
院
院
長
に
就
任
。
５
０

年
全
国
文
学
芸
術
連
合
会
主
席
、
５
４
年
全
人

代
常
務
副
委
員
長
、５
８
年
に
共
産
党
入
党
、
６

３
年
に
、
中
日
友
好
協
会
名
誉
会
長
に
就
任
。

　

１
９
５
５
年　

月
、
日
本
学
術
会
議
の
招
請

12

に
応
じ
、
新
中
国
の
文
化
・
科
学
界
代
表
者
た

ち
が
、
郭
沫
若
氏
を
団
長
と
し
て
、
日
本
を
訪

問
し
た
。
日
本
は
ま
さ
に　

年
ぶ
り
だ
っ
た
。
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羽
田
空
港
に
は
、
茅
誠
司
氏
、
南
原
繁
氏
始

め
、
約
４
０
０
名
の
人
々
が
出
迎
え
た
。

　

訪
日
招
請
は
、当
時
日
中
間
の
国
交
は
な
く
、

色
々
な
人
達
の
努
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。
郭

氏
の
母
校
九
州
大
学
で
も
、
山
田
穣
学
長
を
実

行
委
員
長
に
、
菊
池
勇
夫
元
学
長
、
留
学
生
の

世
話
を
し
た
小
野
寺
直
助
元
医
学
部
教
授
な
ど

が
力
を
合
わ
せ
た
。

　
　

月　

日
、
訪
問
団
は
広
島
か
ら
福
岡
入
り
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し
た
。
樋
口
謙
太
郎
九
大
教
授
が
広
島
ま
で
出

迎
え
た
。
郭
氏
に
と
り
、　

年
ぶ
り
だ
っ
た
。
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ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
は
同
級
生
の
瀬
尾
愛
三
郎

九
大
医
学
部
教
授
や
操
坦
道
医
学
部
長
が
待
っ

て
い
て
、
し
ば
し
再
会
を
喜
び
あ
っ
た
。
郭
氏

は
後
藤
七
郎
教
授
、
赤
岩
八
郎
教
授
、
中
山
平

次
郎
教
授
の
消
息
を
聞
い
た
。
そ
し
て
、
翌
日

　

歳
の
恩
師
中
山
先
生
を
見
舞
っ
た
。

85
　

郭
氏
が
九
州
大
学
に
来
た
の
は
、
当
時
新
し

い
医
学
校
だ
っ
た
こ
と
、
昔
か
ら
日
中
往
来
の

都
市
だ
っ
た
こ
と
な
ど
あ
げ
た
。
し
か
し
、
耳

が
不
自
由
で
医
学
を
諦
め
た
。
太
宰
府
天
満
宮

な
ど
の
名
を
あ
げ
、
自
分
が
文
学
の
道
に
転
向

し
た
土
地
も
福
岡
だ
と
述
べ
た
。
家
が
あ
っ
た

深
い
緑
の
箱
崎
松
原
を
懐
か
し
ん
で
い
る
。

　

福
岡
で
詠
ん
だ
詩
で
、「
昔
は
銅
像
が
あ
っ
た

の
に
、
今
は
寺
さ
え
な
く
て
、
砂
浜
ば
か
り
」

と
嘆
い
て
い
る
が
、
大
仏
の
台
座
や
寺
院
（
称

名
寺
）
は
昔
の
ま
ま
で
あ
る
。
文
学
的
表
現
で

あ
ろ
う
か
。

　

博
多
で
の
最
後
の
夜
の
宴
は
「
新
三
浦
」
の

水
炊
き
だ
っ
た
。

　

詩
人
郭
氏
は
筆
を
取
り
、

　
　

花
常
好　

花
常
に
好
く
（
美
し
く
）

　
　

月
常
円　

月
常
に
円
か
に
（
ま
ど
か
に
）

　
　

人
常
寿　

人
常
に
寿
な
る
を

　

と
書
い
た
。

　

郭
沫
若
氏
は
、多
く
の
人
々
と
旧
交
を
暖
め
、

ま
た
新
し
い
友
人
を
得
て
３
週
間
の
訪
日
を
終

え
中
国
に
帰
っ
て
行
っ
た
。

　

郭
氏
に
、
人
間
的
弱
さ
を
指
摘
す
る
人
も
い

る
。
文
革
の
時
、「
自
分
の
し
た
こ
と
は
間
違
っ

て
い
た
。
作
品
は
全
部
焼
却
す
べ
き
だ
」
と
自

己
批
判
し
た
こ
と
、
安
娜
と
子
供
を
捨
て
中
国

で
新
し
い
女
性
を
伴
侶
に
し
た
こ
と
の
２
つ
。

　

だ
が
、
こ
の
稿
で
は
、
そ
の
こ
と
を
論
ず
る

余
裕
は
な
い
。
日
中
友
好
の
た
め
身
を
も
っ
て

貢
献
し
た
１
人
の
中
国
人
、
郭
沫
若
の
歩
ん
だ

道
を
、
振
り
返
り
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

郭
沫
若
氏
は
、
１
９
７
８
年
６
月　

日
、
北

12

京
で
亡
く
な
っ
た
。
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